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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリーのグアニンヌクレオチド結合タンパク質（Gタンパク質）共役受容体キナーゼサブファミリーのメンバーをコードしています。このタンパク質は、Gタンパク質共役受容体の活性型をリン酸化することで、その不活性化を開始します。この遺伝子は、遺伝性高血圧と後天性高血圧の両方に関連しています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2013年11月],触媒活性：ATP + [Gタンパク質共役受容体] = ADP + [Gタンパク質共役受容体] リン酸。,機能：Gタンパク質共役受容体の活性型を特異的にリン酸化します。GRK4-αはロドプシンをリン酸化することができ、その活性はカルモジュリンによって阻害されます。他の3つのアイソフォームはロドプシンをリン酸化せず、カルモジュリンと相互作用しません。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。 AGC Ser/Thr タンパク質キナーゼファミリー。GPRK サブファミリー。,類似性:AGC キナーゼ C 末端ドメインを 1 つ含む。,類似性:タンパク質キナーゼドメインを 1 つ含む。,類似性:RGS ドメインを 1 つ含む。,組織特異性:精巣、および脳皮質や線条体などの他の組織にも、程度は低いが存在します。,
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	パラフィン包埋ヒト肝癌の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、45分）。

